
近年の医学は、データベースに裏付けられたエビデンスによって変⾰を遂
げました。⻑年⽶国で、⾎液凝固領域の世界的な研究に取り組まれてきた
⽥中教授が来⽇され、ここ東京⼥⼦医科⼤学⿇酔科で夢の対⾯講義が実現
します。⼤規模データの有⽤性はもちろんですが、有意差が実臨床と解離
する際には、研究結果が患者の益に結びつかない可能性を孕んでいます。
臨床医として患者の益につながるシグナルをデータから解読する⽅法とは。
エビデンスを紐解きどう患者に還元するのか。その奥義をご伝授頂きます。

2022年8⽉8⽇(⽉)
東京時間7:00 -7:50
配信⽅法：対⾯＆ZOOM

ikyoku.ac@twmu.ac.jp事前登録お願い致します
演者：⽶国オクラホマ⼤学⿇酔科

⽥中健⼀先⽣

Research Topics | Database and 
Information Systems

東京⼥⼦医⼤⿇酔科
グランドラウンド

Anesthesia Grand Rounds at TWMU

John L. Plewes Professorship of Anesthesiology; 
Prof. and Chair, Department of Anesthesiology, 
University of Oklahoma College of Medicine

Databaseによるリサーチの実際
~ ビッグデータから導かれるエビデンスを解明する ~

予告：2022年9⽉福島県⽴医科⼤学 ⼩原伸樹先⽣『Basics of Anesthesiaの薬理学をマスターする』
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